
軽挙碧雲
ノ・、亨†

厳寒の中　大物狙って！

2月1日に開幕したあめ

ますダービー。

海岸では連日、太公望た
ちの熱い戦いが繰り広げ
られている。大会は3月

21日まで行われる。
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その他の依存財源
5784万5千円

（2．5％）
国道支出金
1億4，179万9千円

（6．0％）

村税
1億1，742万8千円

（4．9％）

89万3千円

その他の自主財源
8，264万2千円

（3．5％）

歳　入

23億6，903万3千円

地方交付税
14億992万6千円

（59．5％）

10億199万8千円 

10億4，883万9千円 

9億6，584万7千円 
一一L　　　　　　　　　　　　＼ 

9億9，906万円 

9億6，879万7千円 

l　　　　　　　　　l　　　　　　　　　l　　　　　　　　　l　　　　　　　　　l 

Hll H12　　H13　H14　Hl5

※基金（預金）は使途目的により区分されてお

り、必要に応じて取り崩し使えるようになっ
ています。

自主財源
ゎずか協割

自主財源　4億7，016万3千円（19．8％）

依存財源18億9，887万円（80．2％）

※自主財源…地方公共団体が自主的に収入でき

る財源

依存財源…国や道から交付されたり割り当て

される収入

村税（1億1，742万8千円）の内訳
（徴収率）

村　民　税　　4741万4千円　　98．6％

国定資産税　　5，220万7千円　　91．7％

軽自動車税　　　　152万円　　99．3％

村たばこ税　1，610万8千円　100．0％

入　湯　税　　　17万9千円　100．0％

《
歳
　
入
》

村
税
・
地
方
交
付
税
・
国
道
支

出
金
・
村
借
が
歳
入
全
体
の
8
2
・

6
％
を
占
め
主
要
財
源
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
前
年
度
に
比
べ
村
税

・
地
方
交
付
税
等
が
減
少
し
て
い

ま
す
。特
に
、
地
方
交
付
税
は
国
の
三

位
一
体
の
改
革
等
に
よ
り
1
億
3

4
5
1
万
4
千
円
と
大
幅
な
減
少

と
な
り
ま
し
た
。

《
歳
　
出
》

歳
出
総
額
は
、
ふ
れ
あ
い
交
流

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
な
ど
の
大
型

事
業
を
実
施
し
た
前
年
度
に
比
べ

4
億
4
，
1
4
2
万
2
千
円
減
少

し
て
い
ま
す
。

歳
出
を
目
的
別
に
見
る
と
、
村

倭
の
償
還
に
充
て
た
公
債
費
が
2
1

・
6
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
社

会
福
祉
関
係
経
費
な
ど
の
民
生
費

と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
現
額
に
対
す
る
執
行
率
は

9
9
・
3
％
と
前
年
度
よ
り
0
・
1

％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
1
5
年
度
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
2
3
億
6
．
9
0

3
万
3
千
円
、
歳
出
総
額
2
3
億
5
，
0
3
5
万
8
千
円
で
、
平
成
1
6

年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
除
い
た
実
質
収
支
で
は
1
，
8
0
8

万
7
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

田
村
の
家
計
簿



■－主な事業－
総務費
バス交通確保対策事業　　　　1，751万3千円

民生費

障害者支援費

農林水産業費

経営林道元町線開設事業

サケ・マス種苗生産施設整備事業

商工費

商工会運営助成

土木費

小河川整備事業（農作の川）
公営住宅屋根責替工事

教育費

小学校体育館外壁防水改修工事

給食センター外壁改修工事

公債費

償還金元金

償還金利子
一時借入

財政指数

4，178万円

土木費
7711万7千円

商工費
9，975万9千円

（4．2％）

1億2，471万9千円

（5．3％y
1，017万9千円

1，174万7千円

1億9，；

757万7千円　　　（

291万9千円

123万9千円

409万5千円

296万1千円

4億3，641万9千円

6，886万6千円

898千円

年 �財政力指数 �公債費 �起債制 �公債費 �経常収 

度 �（3ケ年平均） �比　率 �隈比率 �負担率 �支比率 

12 �0．080 �13．6 �10．8 �27．4 �90．0 

13 �0．084 �13．5 �10．7 �25．2 �92．9 

14 �0．090 �13．1 �10．2 �24．6 �96．5 

15 �0．098 �13．2 �10．0 �26．5 �94．9 

財政力指数

村の財政力を判断するもので、1に近くなるほど財源に余裕

があるとされています。

公債費比率
一般財源（村税・交付税などの村が自由に使えるお金）に占

める借金返済額の割合で、10％を超えないことが望ましいとさ

れています。

債制限比率

公債費比率から普通交付税で補填された分を除いた比率の3

年間の平均値で、10％を超えないことが望ましいとされ、20％

を超えると一部の起債が制限されます。

公債費負担率
一般財源がどのくらい借金返済に使われているかを示すもの

で、15％が警戒ライン、20％が危険ラインとされています。

経常収支比率

経常的に収入される一・般財源に占める経常支出（人件費、公

債費など）の割合で、通常は70％～80％に収まることが妥当と

されています。

5億618万3千円

（21．6％）

歳　出

23億5，035万8千円

可回回回転
国民健康保険会計

歳　入

歳　出

簡易水道会計
歳　入

歳　出

老人保健会計

歳　入

歳　出

介護保険会計
歳　入

歳　出

3億569万2千円

3億378万円

9，933万8千円

9，933万8千円

3億3，963万9千円

3億3，536万1千円

2億2，384万9千円

2億1，819万2千円

／／、ご2酎673万9千円 

去億無芸万7千㌔2億2，1恵方4千円 

Hll H12　　H13　H14　Hl5

※地方債（借金）とは、地方公共団体が道路や福祉

施設などの公共施設を整備するための財源として

第三者から借り入れを行うことによって負担する
債務。その返済が長期にわたって行われるものを
いいます。
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新
年
恒
例
の
消
防
団
出
初
式
が
、
1
月
5
日
、
永
豊
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
で
団
員
ら
7
2
名

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
制
服
に
身
を
固
め
た
団
員
が
整
列
す
る
中
、
永
年
勤
続
者
に
表
彰
状
の
伝
達
が

行
わ
れ
、
続
い
て
藤
田
村
長
の
挨
拶
、
高
島
団
長
の
年
頭
訓
示
が
あ
り

産
を
守
る
消
防
団
員
と
し
て
の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
、
表
彰
さ
れ
た
団
員
を
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

住
民
の
生
命
と
財

【
永
年
勤
続
章
2
0
年
】

高
島
　
光
則
（
第
5
分
団
副
分
団
長
）

小
黒
　
幸
三
（
第
7
分
団
班
長
）

【
永
年
勤
続
章
1
0
年
】

千
葉
　
功
市
（
第
4
分
団
団
員
）

【
勤
続
章
3
0
年
】

三
春
　
剛
司
（
第
1
分
団
分
団
長
）

藤
田
　
等
（
第
2
分
間
分
団
長
）

田

宮

　

　

馨
（
第
2
分
団
副
分
団
長
）

鈴
木
　
邦
男
（
第
7
分
団
副
分
団
長
）

天
満
　
良
夫
（
第
2
分
団
班
長
）

【
勤
続
章
2
0
年
】

高
橋
　
利
明
（
第
2
分
団
部
長
）

山
下
　
治
人
（
第
2
分
団
班
長
）

【
勤
続
章
1
0
年
】

鈴
木
　
邦
彦
（
第
7
分
団
団
員
）

大
西
　
和
恵
（
第
6
分
団
団
皐

【
退
団
者
表
彰
】

石
川
　
勝
治
（
元
団
長
）

川
岸
一
次
（
元
副
団
長
）

木
村
　
功
（
元
副
団
長
）

伊
藤
　
二
三
（
元
第
7
分
団
分
団
長
）

波
多
野
信
夫
（
元
第
5
分
団
分
団
長
）

吉
岡
　
隆
人

（
元
第
6
分
団
副
分
団
長
）

工
藤
　
信
雄
（
元
第
6
分
団
部
長
）

西
澤
　
幸
夫
（
元
第
4
分
団
班
長
）

新
井
田
仲
機
（
元
第
4
分
団
団
塁

及
川
　
光
輝
（
元
第
4
分
団
団
員
）

【
勤
続
章
3
0
年
】

三
春
　
剛
司
（
第
1
分
団
分
団
長
）

藤
田
　
等
（
第
2
分
団
分
団
長
）

田

富

　

　

馨
（
第
2
分
団
副
分
団
長
）

鈴
木
　
邦
男
（
第
7
分
団
副
分
団
長
）

天
満
　
良
夫
（
第
2
分
団
班
長
）

【
勤
続
章
2
0
年
】

高
島
　
光
則
（
第
5
分
団
副
分
団
長
）

小
黒
　
幸
三
（
第
7
分
団
班
長
）

【
勤
続
章
1
0
年
】

鈴
木
　
邦
彦
（
第
7
分
団
団
員
）

）

利
人
（
第
2
分
団
団
員
）

和
恵
（
第
6
分
団
団
員
）

【
勤
続
3
0
年
以
上
退
団
者
】

石
川
　
勝
治
（
元
団
長
）

川
岸
一
次
（
元
副
団
長
）

木
村
　
功
（
元
副
団
長
）

伊
藤
　
二
三
（
元
第
7
分
団
分
団
長
）

吉
岡
　
隆
人

（
元
第
6
分
団
副
分
団
長
）

工
藤
　
信
雄（
元
第
6
分
団
部
長
）

【
勤
続
1
0
年
以
上
退
団
者
】

石
川
　
勝
治
（
元
団
長
）

川
岸
一
次
（
元
副
団
長
）

木
村
　
　
功
（
元
副
団
長
）

伊
藤
　
二
三
（
元
第
7
分
団
分
団
長
）

波
多
野
信
夫
（
元
第
5
分
団
分
団
長
）

吉
岡
　
隆
人

（
元
第
6
分
団
副
分
団
長
）

工
藤
　
信
雄
（
元
第
6
分
団
部
長
）

西
澤
　
幸
夫
（
元
第
4
分
団
班
長
）

新
井
田
仲
機
（
元
第
4
分
団
団
員
）
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」工○○誉
川中還

岸田堅　島藤里

明雅　　　紘尭

香史　　　子辿悠

四
歳
の
門
出
を
祝
う

平
成
1
7
年
　
島
牧
村
成
人
式

）

平
成
1
7
年
の
成
人
式
が
、
さ
る
1
月
9
日
、

交
流
セ
ン
タ
ー
「
お
あ
し
す
」
で
行
わ
れ
、
真

新
し
い
背
広
や
振
袖
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
1
5

人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
村
長
は
じ
め
来
賓
の
方
々
か
ら

祝
辞
を
い
た
だ
き
、
佐
藤
尭
辿
さ
ん
が
「
私
達

を
育
て
て
く
れ
た
両
親
、
先
生
、
社
会
の
恩
恵

に
感
謝
し
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
平
等
の
権
利

の
下
に
そ
の
義
務
と
責
任
を
果
た
し
ま
す
」
と

力
強
く
成
人
宣
言
し
、
続
い
て
木
村
絢
一
さ
ん

が
「
私
達
の
門
出
を
盛
大
に
お
祝
い
く
だ
さ
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。祝
賀
会
で
は
終
始
和
や
か
に
、
来
賓
の
方
々

に
祝
福
さ
れ
、
ま
た
、
久
し
ぶ
り
の
同
級
生
と

の
再
会
に
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

新
成
人
と
な
ら
れ
た
皆
さ
ん

（
○
は
式
典
出
席
者
、
敬
称
略
）

（
富
浦
地
区
）

岩

　

下

　

正

　

樹

（
本
日
地
区
）

○

菅

　

原

　

利

　

和

○

藤

　

田

　

静

　

香

○
目
　
時
　
麻
衣
子

（
栄
磯
地
区
）

○
木
　
村

○
葛
　
西

○
佐
々
木

○
久
　
慈

○
長
　
尾

絢

一

花
奈
美

ま
ゆ
み

夏

　

美

晶

　

子

（
江
ノ
島
地
区
）

○
後
　
藤

（
元
町
地
区
）

安

　

保

○
佐
　
藤

○
本
　
庄

（
原
歌
地
区
）
越
後
谷

百
合
香

拓

　

哉

聖

　

子

恵
里
香

一

　

　

　

　

　

　

㌦
」

成
人
宣
言
を
す
る
佐
藤
尭
辿
さ
ん

新
成
人
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
る

木
村
絢
一
さ
ん



子
ど
も
達
に
広
い
視
野
か
ら
郷
土
「
島
牧
」
を

見
る
感
覚
を
養
っ
て
も
ら
お
う
と
、
今
年
も
小
学

5
年
生
2
1
人
が
参
加
し
た
国
内
研
修
視
察
が
、
1

月
1
1
日
か
ら
3
泊
4
日
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
達
の
目
に
は
、
大
都
会
「
東
京
」
は
ど

の
よ
う
に
映
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
研
修
の
感
想

を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
国
内
視
察
研
修

松
永
　
直
也

出
発
の
前
日
は
、
一
日
中
落
ち
着

か
ず
全
然
眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
明

日
の
出
発
が
楽
し
み
だ
か
ら
で
す
。

十
一
日
は
「
N
H
K
ス
タ
ジ
オ
パ

ー
ク
」
で
す
。
そ
こ
で
は
体
験
ス
タ

ジ
オ
Q
で
お
天
気
兄
さ
ん
に
な
り
ま

し
た
。
画
面
に
写
し
出
さ
れ
た
天
気

図
を
、
棒
を
持
た
さ
れ
な
が
ら
説
明

す
る
の
は
と
て
も
緊
張
し
た
け
ど
や

っ
て
い
る
う
ち
に
な
れ
て
楽
し
く
な

り
ま
し
た
。
ク
ロ
マ
キ
ー
と
言
っ
て

画
面
の
後
ろ
の
色
と
同
じ
布
を
か
ぶ

せ
る
と
、
そ
の
部
分
だ
け
が
消
え
る

と
い
う
仕
組
み
を
使
っ
て
自
分
が
小

人
に
な
っ
て
係
の
人
の
手
の
ひ
ら
に

乗
る
と
い
う
映
像
を
体
験
さ
せ
て
も

ら
い
一
番
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し

た。
次
の
日
は
、
「
国
立
印
刷
局
滝
野
川

工
場
」
で
す
。
こ
こ
は
今
田
一
番
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
年
間

三
十
四
億
枚
の
お
札
が
造
ら
れ
、
金

額
に
し
た
ら
十
七
兆
四
千
億
円
な
の

と
、
お
札
は
み
つ
ま
た
の
皮
と
マ
ニ

ラ
麻
で
造
ら
れ
て
い
る
と
わ
か
り
ま

し
た
。
次
の
「
国
会
議
事
堂
」
で
は
、

床
に
二
セ
ン
チ
角
の
大
理
石
が
う
ま

っ
て
て
踏
む
の
が
も
っ
た
い
な
い
よ

う
な
感
じ
で
し
た
。

「
ア
レ
グ
リ
ア
2
」
は
笑
い
と
迫
力

が
あ
り
ま
し
た
。
一
番
印
象
に
残
っ

た
の
は
細
い
棒
の
上
に
粟
リ
バ
ラ
ン

ス
を
と
り
、
ジ
ャ
ン
プ
し
た
り
、
空
中

で
回
転
す
る
所
が
す
ご
か
っ
た
で
す
。

「
科
学
技
術
館
」
で
は
、
渦
巻
き
シ

リ
ン
ダ
ー
の
体
験
で
そ
の
中
に
入
る

と
自
分
が
回
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

て
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

最
後
に
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
は
、

コ
ア
イ
ズ
一
丁
シ
ー
」
で
す
。
す
い
て

い
た
の
で
計
画
を
変
更
し
て
近
い
順

に
乗
り
ま
し
た
。
で
も
少
し
迷
い
ま

した。家
に
帰
っ
て
思
い
出
を
い
っ
ぱ
い

話
し
ま
し
た
。

最
後
に
家
族
と
村
と
引
率
の
人
に

感
謝
し
ま
し
た
。

国
内
視
察
の
思
い
出
成
田
　
千
歳

国
内
視
察
研
修
で
初
め
て
東
京
へ

行
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
東
京
と
い
う
大
都
会
も
初
め

て
だ
し
、
飛
行
機
に
乗
る
の
も
初
め

て
な
の
で
、
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。

飛
行
機
に
乗
る
日
、
運
良
く
窓
側

で
し
た
。
初
め
て
見
る
光
景
は
日
本

地
園
の
よ
う
で
し
た
。
東
京
へ
着
い

て
、
と
て
も
暖
か
く
さ
っ
き
ま
で
島

牧
に
い
た
と
は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

始
め
に
N
H
K
ス
タ
ジ
オ
パ
ー
ク
へ

行
き
ま
し
た
。

と
て
も
印
象
強
か
っ
た
の
は
、
建

物
が
大
き
か
っ
た
事
で
す
。
想
像
を

は
る
か
に
こ
え
た
大
き
さ
で
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
。
1
日
目
は
ワ
ウ
ワ
ウ

し
た
1
日
で
し
た
。

2
日
日
、
ま
ず
印
刷
局
滝
野
川
工

場
と
い
う
お
札
を
造
っ
て
い
る
工
場

に
行
き
ま
し
た
。
ど
う
い
う
風
に
造

ら
れ
て
い
る
の
か
、
ど
ん
な
機
械
が

あ
る
の
か
等
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
で

す
。
次
に
国
会
議
事
堂
に
行
き
ま
し

た
。
見
て
み
た
か
っ
た
衆
議
院
議
場

が
見
れ
た
し
、
国
会
議
員
を
し
て
い

る
鉢
呂
さ
ん
に
も
会
え
た
の
で
良
か

っ
た
で
す
。
次
に
ア
レ
グ
リ
ア
2
と

い
う
サ
ー
カ
ス
み
た
い
な
も
の
を
鑑

賞
し
ま
し
た
。
人
間
技
で
は
な
い
と

い
う
よ
う
な
事
ば
か
り
し
て
い
て
、

）

と
て
も
不
思
議
で
し
た
。
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。
2
日
日
は
す
ご
い

と
思
う
事
が
多
い
1
日
で
し
た
。

3
日
目
、
ま
ず
最
初
に
行
っ
た
所

は
科
学
技
術
館
で
す
。
体
験
す
る
所

が
あ
っ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
次
は

い
よ
い
よ
楽
し
み
に
し
て
い
た
デ
ィ

ズ
ニ
ー
シ
ー
で
す
。
同
じ
班
だ
っ
た

大
都
君
が
、
色
々
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
を

お
こ
し
て
、
と
て
も
笑
い
が
と
ま
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
3
日
白
は
笑
っ
て

ば
か
り
の
1
日
で
し
た
。

4
日
日
、
あ
っ
と
い
う
間
の
3
泊

だ
っ
た
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。

で
も
、
良
い
勉
強
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。



北海道産業貢献黄

蟻波　義弘さん（千走）

、＿＿ノ

総務大臣感謝状

石川　勝治さん（元町）

小樽海上保安部長感謝状

蝦名　時雄さん（港）

永
年
に
わ
た
り
、
農
業
委

員
会
委
員
及
び
会
長
と
し
て

会
務
運
営
に
尽
力
し
、
そ
の

活
動
が
北
海
道
農
業
の
発
展

に
顕
著
な
功
績
を
あ
げ
た
と

認
め
ら
れ
、
蟻
波
義
弘
さ
ん

が
北
海
道
産
業
貢
献
賞
（
農

業
関
係
功
労
者
）
を
受
賞
し

ま
し
た
。
蟻
波
さ
ん
は
、
島
牧
村
農

業
委
員
会
委
員
と
し
て
3
6
年

間
在
職
し
、
さ
ら
に
会
長
と

し
て
2
4
年
間
の
永
き
に
わ
た

り
会
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

本
庄
ハ
ナ
エ
さ
ん

（
原
歌
町
）
に

長
寿
者
慶
祝
金

1
月
6
日
に
満
8
8
歳
を
迎
え
ら

れ
た
本
庄
ハ
ナ
エ
さ
ん
に
、
村
か

ら
長
寿
者
慶
祝
金
が
贈
ら
れ
ま
し

た。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、

お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

廣
観
」
の
功
警
称
え
て

3
5
年
以
上
の
永
き
に
わ
た
り
、
村
議
会
議
員
と
し
て

地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
、
住
民
福
祉
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、

石
川
勝
治
さ
ん
に
総
務
大
臣
よ
り
感
謝
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

2
2
年
有
余
に
わ
た
り
、

本
日
岬
灯
台
の
灯
火
監

視
に
努
め
、
航
路
標
識

の
適
正
な
維
持
管
理
等

海
上
交
通
の
安
全
確
保

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

た
と
し
て
、
1
月
7
日
、

島
牧
漁
協
に
お
い
て
蝦

名
時
雄
さ
ん
に
小
樽
海

上
保
安
部
長
よ
り
感
謝

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。



1年生と一緒にドッジボール

「ぐるっと羊蹄広域景観フォトコンテスト」

春・夏バージョン審査結果について

▲4月から小学校に入学する子ども達

▲大賞作品「残雪の羊蹄と早苗の田」

も
う
す
ぐ
ピ
カ
ピ
カ
の
1
年
生

今
年
4
月
に
、
小
学
校
へ
入
学
す
る
子
ど
も
た
ち
は
1
4
人

で
、
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
1
0
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
1
1

年
3
月
3
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
で
す
。

2
月
4
日
に
は
一
日
入
学
が
あ
り
、
1
年
先
輩
の
お
兄
ち

ゃ
ん
お
姉
ち
ゃ
ん
達
と
一
緒
に
ジ
ャ
ン
ボ
か
る
た
や
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
を
し
て
一
足
早
く
小
学
生
気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。

な
お
、
次
の
名
簿
か
ら
も
れ
て
い
る
お
子
さ
ん
や
、
現
住

所
の
変
わ
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
が
い
ま
し
た
ら
、
至
急
教
育

委
員
会
学
務
管
理
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

℡
7
5
・
6
2
1
1
　
内
線
6
2

後
志
支
庁
で
は
平
成
1
5
年
度
か
ら
、
「
北
海
道
美
し
い
景

観
の
く
に
づ
く
り
条
例
」
に
基
づ
く
、
複
数
市
町
村
に
跨

る
広
範
囲
な
景
観
の
形
成
を
推
進
す
る
た
め
に
、
羊
蹄
山

麓
7
町
村
（
蘭
越
町
二
一
セ
コ
町
・
真
狩
村
・
留
寿
都
村

・
喜
茂
別
町
・
京
極
町
・
倶
知
安
町
）
が
協
力
し
て
、
「
羊

蹄
山
麓
広
域
景
観
形
成
推
進
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
羊
蹄
山
麓
の
景
観
の
良
い

ポ
イ
ン
ト
や
地
域
な
ら
で
は
の
景
観
の
掘
り
起
こ
し
を
目

的
と
し
た
「
ぐ
る
っ
と
羊
蹄
広
域
景
観
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
8
4
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た。

1
0
月
2
5
日
に
審
査
会
を
行
い
、
大
賞
に
は
、
倶
知
安
町

の
金
丸
忍
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
、
ほ
か
に
優
秀
賞
5
点
、

特
別
賞
5
点
、
奨
励
賞
9
点
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
受
賞
作
品
を
活
用
し
、
啓
発
用
絵
は
が
き
・

景
観
マ
ッ
プ
な
ど
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
1
年
生
に
な
る
お
友
達

▲

（
　
）
は
保
護
者
名

○
歌
島
地
区

伊

　

藤

〇
本
目
地
区

石

　

崎

○
栄
磯
地
区

松

　

永

○
永
豊
地
区

成

　

田

○
泊
地
区

境

妃
　
莱
（
浩
）

真
　
生
（
英
一
）

愛
　
也
（
正
則
）

幸
　
也
（
正
二

芳
　
村
　
未
　
羽
　
（
晋
悟
）

駿
　
石
　
井

○
江
ノ
島
地
区

中

　

山

　

涼

太（憤）

愛
（
義
幸
）

末
（
達
巳
）

中
　
村
　
達
　
人
（
和
男
）

平
　
田
　
千
　
里
（
友
幸
）

○
元
町
・
千
走
地
区

大
　
嶋
　
晃
　
治
（
隆
治
）

住
　
吉
　
優
　
毅
（
克
則
）

下
　
山
　
武
　
志
（
欣
重
）

中
　
山
　
幸
　
次
（
雄
一
）



保健指導係
℡（75）6001

恥

健康通信
『自分らしく生きるための
アサーチイブ・トレーニング』

′、

くり

こ

第39回1　医療事故 

元気になるために病院にかかったのに、不適切で過 

剰な検査・投薬・手術によって病状が悪化したり、新 

たな病気にかかったり、死亡事故や後遺症の残る医療 

被害に遭遇することが少なくありません。 

2　事故に遭わないために 

医療事故から自分や家族を守る方法は、受けるであ 
ろう医療行為の一つ一つに常に最大限の注意を払って 

いくことしかありません。「これで安心！病院選びの『掟』 

111」（伊藤隼也著　講談社）という本がお勧めです。 

3　医者の見分け方 

きちんと挨拶する。訴えをよく聴き＿メ三㌔丁寧に診察す 

る。必ずしも必要でない薬はなるべぐ出さない。質問 
－してもいやな顔をせず、納得するまやよく説明してく 

れる。これが出来ない医者にはなるべくかからないほ 

うが良いです。 

4　最後に 

新たな事に挑戦するために3月いっぱい寺島牧診療 

所を退職することになりました。医療の知識・技術も 
不十分で人間的にも未熟な私はもとより妻や子どもた 
ちをも6年間温かく見守ってくださりありがとうござ 

いました。 

自
分
の
気
持
ち
や
考
え
を
、
ま
っ
す
ぐ
に
表
現

す
る
や
り
方
の
こ
と
を
、
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
な
態
度

と
言
い
、
「
生
き
方
の
技
術
」
の
な
か
で
、
こ
の
態

度
を
練
習
す
る
の
が
「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
」
　
で
す
。

例
え
ば
、
怒
り
ま
く
る
「
ド
ッ
カ
ン
」
タ
イ
プ
。

気
持
ち
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
言
え
ず
皮
肉
っ
ぼ
く
な

る
「
ネ
ッ
チ
ー
」
タ
イ
プ
。
や
り
た
い
こ
と
、
思

っ
て
い
る
こ
と
を
な
か
な
か
口
に
出
せ
な
い
　
「
オ

ロ
ロ
」
タ
イ
プ
。
み
な
さ
ん
、
人
間
関
係
で
苦
労

す
る
損
な
性
格
の
人
で
す
。
で
は
、
そ
の
場
合
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
は
次
の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
「
ド
ッ
カ
ン
」
タ
イ
プ
の
人
は
…
。

①
何
に
怒
り
を
感
じ
て
い
る
の
か
自
分
の
気
持
ち

に
聞
き
「
自
分
の
心
は
何
を
言
い
た
い
か
み
つ

け
る
」

②
自
分
の
心
は
何
を
言
い
た
い
か
み
つ
け
た
ら

「
す
な
お
に
相
手
に
伝
え
る
」

こ
の
2
つ
の
こ
と
だ
け
で
い
い
の
で
す
。
上
手

に
話
す
必
要
は
な
く
、
自
分
が
何
に
イ
ラ
イ
ラ
し

て
い
る
の
か
を
相
手
に
ぶ
つ
け
る
前
に
「
自
分
の

心
は
何
を
言
い
た
い
か
を
み
つ
け
る
」
こ
と
を
し

て
か
ら
「
す
な
お
に
話
す
」
と
、
相
手
は
拒
絶
せ

ず
聞
い
て
く
れ
ま
す
。
「
ネ
ッ
チ
ー
」
も
「
オ
ロ
ロ
」

タ
イ
プ
の
人
も
同
じ
で
す
。
こ
の
2
つ
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
、
生
き
る
こ
と
が
と
っ
て
も
楽
に

な
る
は
ず
で
す
。

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
詳

し
い
こ
と
を
知
り
た
い
方
は
、
A
S
K
の
ホ
ー
ム

ペ

ー

ジ

　

（
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／
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．

a

S
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．

O

r

．

1

p

／

i

n

d

e

Ⅹ

．

h

－

m

l

）

を

ご

覧

に
な
る
か
、
村
の
保
健
師
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
医
療
事
故
」

日
本
で
は
毎
年
一
万
七

千
人
か
ら
三
万
六
千
人

が
医
療
事
故
で
死
亡
し

て
い
る
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。



後志海域における亡くらま亨船釣りにはライセンスが必章です。
ライセンス制実施期間　H17．3．1～H17．5．15

ライセンスの取得
プレジャーボートでサクラマスを釣る場合は、船舶毎にライセンスを

取得しましょう。また遊漁船に乗船する場合は、ライセンス取得船に

乗りましょう。

協力金
後志管内さくらます船釣りライセンス制実行協議会にて、今年度から

のライセンスの申請にあたっては、1申請毎に以下の協力金を納める

ことになっておりますのでご協力願います。

遊漁船業者30，000円、プレジャーボート所有者5，000円、漁業者3，000円

～～　サクラマスを日的とする船釣りを行う際のルール等　～～

1船釣りの実施‥○さくらます船釣りを行う場合は、ライセンス取得船への乗船してください。

2　釣行時間…・○さくらます船釣りができる時間は、日の出から日没までです。

3　乗船証の携帯‥○乗船の際は、船長が交付するライセンス制乗船証を携帯してください。

4　釣法…　…○竿釣りで同時に使用できる筆数は1人1本です。

○遊漁者によるトローリング（へら曳き、曳き縄釣り）は北海道海面漁業調整規則により禁止され

ています。

○釣ることのできるサクラマスは1日1人10尾以内です。

○下船までの間に釣果を船長に必ず報告してください。

○敷設中の漁具に被害を与えないように注意してください。

○海上では、船長の指示に従うとともに、ルールやマナーを守りましょう。

～～　サクラマスを目的としない船釣りを行う皆さんへのお願い　～～

1　サクラマスを目的としない船釣りは、さくらます船釣りライセンス制の実施期間中でも、制限海域内でも、これま

でどおり行うことができます。

2　ライセンスを取得していない船に乗船して、サクラマス釣り以外の船釣りをしている時にサクラマスが釣れてしま

った場合は、その日時、場所、船名、仕掛け、尾数、住所、氏名、電話番号を石狩後志海区漁業調整委員会又は後志

支庁経済部水産課へ電話、FAX、E－mailなどにより連絡してください。

さくらます船釣りライセンス制に関する問い合わせは
後志管内さくらます船釣りライセンス制実行協議会事務局　TEL（0134）22－5131（小樽市漁業協同組合）

石狩後志海区漁業調整委員会　TEL（0135）23－6637／FAX（0135）23－5557

北海道後志支庁経紺水産課漁業管理係　TEL（0136）22－1111（内線2621）／FAX（0136）22－0914／E，mailshiribeshi．suisanl＠pref．hokkaidojp

後志管内さくらます船釣りライセンス制に関するホームページ　hq）：〟www．pref．hokkaidojp／srinmu／sr－Skmi舟ewnlCenSe／shiritx：Shi／top．html

保険料は忘れずに納めましょう

・務止・
・事防・

数
告
害
・

尾
報
被
他

獲
呆
具
の

釣
釣
漁
そ
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6

　

7

　

（

X

U

）

国
民
年
金
制
度
の
発
展
過
程
に
お

い
て
生
じ
た
特
別
な
事
情
に
よ
り
、

障
害
基
礎
年
金
等
を
受
給
し
て
い
な

い
障
害
者
の
方
を
対
象
と
し
た
福
祉

的
措
置
と
し
て
、
特
別
障
害
給
付
金

制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
者

・
平
成
3
年
3
月
以
前
の
国
民
年
金

任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
学
生

・
昭
和
6
1
年
3
月
以
前
の
国
民
年

金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
被

用
者
（
厚
生
年
金
、
共
済
組
合

等
の
加
入
者
）
　
の
配
偶
者
で
あ

っ
て
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入

し
て
い
な
か
っ
た
期
間
内
に
初

診
日
が
あ
り
、
現
在
、
障
害
基

礎
年
金
1
、
2
級
相
当
の
障
害

に
該
当
す
る
方

支
給
額

1
級
‥
月
額
5
万
円
（
2
歳
の
1
・
2
5
倍
）

2
級
‥
月
額
4
万
円

※
所
得
に
よ
っ
て
支
給
制
限
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

窓

　

口

・
請
求
の
窓
口
は
、
役
場
住
民
課

住
民
係
で
す
。

・
障
害
認
定
等
の
審
査
、
支
給
事

務
は
社
会
保
険
事
務
局
（
社
会

保
険
庁
）
　
で
行
い
ま
す
。

事
務
の
開
始
日

平
成
1
7
年
4
月
1
日
か
ら
で
す
。

注
意
す
る
こ
と

①
給
付
金
の
支
給
は
、
請
求
の
あ

っ
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
し
ま

す
。
（
4
月
に
請
求
す
る
と
5
月
分

か
ら
支
払
額
を
計
算
し
ま
す
。
）
請

求
が
遅
れ
た
場
合
に
遡
っ
て
支
給

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
5
月
分
か
ら

受
け
取
る
た
め
に
は
、
1
7
年
4
月

中
に
請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

障
害
認
定
に
必
要
な
添
付
書
類

が
全
て
そ
ろ
わ
な
い
場
合
で
あ
っ

て
も
、
ま
ず
は
、
4
月
中
に
窓
口

に
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
障
害
認
完
事
務
は
、
過
去
の
状

況
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど

非
常
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
個
々
の
ケ
ー
ス
に
も
よ

り
ま
す
が
、
支
給
の
決
定
ま
で
に

数
ヶ
月
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
支
給
が
決
定
す
れ
ば
、

請
求
書
の
受
付
月
の
翌
月
ま
で
遡

っ
て
支
給
額
を
計
算
い
た
し
ま
す
。

お
問
合
せ
窓
口

小
樽
社
会
保
険
事
務
所

℡
0
1
3
4
】
2
3
・
4
2
3
1

〔
〕
恵
特
別
障
害
給
付
金
制
度

恵

　

諾

4

月

か

ら

開

始



くらし¢ガイド
役　　　場　　　　　　75－6211

ンクー　7516001

（健康福祉諌）

）

3月7日摘ト8日伏）

3月16日㈱・17日湘

初回の相談は無料

事前予約制

予約受付時間10時～16時

電話／0135－62－8373

場所／岩内町高台84－3

（佐藤精肉店となり）

☆募集種目（男女問わず）

採用予定数　一般25名・技能15名

（北海道内概数）

種目 �資　　格 �受付期間 �試験日 

＝予 整嘗 衛 �・18歳以上34歳 未満の者 �17年 �4月16日～ 

・自衛官であっ �1月11日 �18日のいず 

官 補 �た期間が1年 未満の者 �～4月8日 �れか1日 

垂香 衛 官 補 �・18歳以上で国 家資格を有す る者 ・自衛官であっ た期間が1年 末満の者 �同　上 �同　上 

☆試験種目

筆記試験、口述試験、適性検査、身体検査

☆待遇

非常勤の特別職国家公務員
※所定訓練目数を修了した者は、陸上予備自衛

官として任用されます。

問合せ

自衛隊札幌地方連絡部

倶知安募集事務所　℡0136－23－3540

児童手当 �児童扶養手当 �特別児童扶養手当 

支給要件 �9歳到達後最初の3月31日 �次のいずれかに該当する児童（満18歳になった年 �満20歳未満で、精神又は身 

までの間にある児童を養育し �度末まで、障害児は20歳未満）を監護している母、 

ている方 �または養育者。 �体に障害をもつ児童を監護し 

ただし、前年（1月から5月 �ただし、所得制限があります。 �ている父母、または養育者。 

までの月分の手当については �・父母が離婚した児童 �ただし、所得制限がありま 

前々年）の所得が一定額以上 �・父が死亡した児童 �す。 

の場合は支給されません。 �・母が婚姻によらないで出産した児童など 

支給額 �第1子、第2子…月額5，000円 �児童1人目分・所得に応じて、全額支給月額 　　41，880円又は一部支給月額41，870 　　円から9880円 �1級　…　月額　50，900円 

第3子以降…月額10，000円 �　　　I 児童2人目・5，000円加算 児童3人目以降・1人につき3，000円加算 �2級・‥　月客員　33，900円 

支給月 �毎年2月、6月、10月にそれぞ �毎年12月、4月、8月にそれぞれ前月分までが支 �毎年11月、4月、8月にそれぞ 
れ前月分までが支払われます。 �払われます。 �れ前月分までが支払われます。 

（住民課住民係）

敷

所
得
税
等
の
確
定
申
告

は
お
済
み
で
す
か
？

善
意
に
感
謝
し
ま
す

商
業
・
法
人
登
記
事
務
が

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
ま
す

函
館
地
方
法
務
局
寿
都
支
局
で
は
、

「
寿
都
町
・
黒
松
内
町
・
島
牧
村
」
に
本

店
（
主
た
る
事
務
所
）
又
は
支
店
（
従

た
る
事
務
所
）
を
有
す
る
会
社
・
法
人

の
登
記
事
務
を
3
月
2
2
日
㈹
か
ら
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
処
理
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
登
記
簿
謄
本
・
抄
本

に
代
え
て
「
登
記
事
項
証
明
書
」
を
登

記
簿
の
閲
覧
に
代
え
て
「
登
記
事
項
要

約
書
」
を
そ
れ
ぞ
れ
発
行
し
ま
す
。

ま
た
、
登
記
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
が

完
了
し
て
い
る
登
記
所
の
管
轄
内
（
例

え
ば
函
館
市
）
　
に
本
店
又
は
支
店
の
あ

る
会
社
・
法
人
の
証
明
書
を
寿
都
支
局

で
発
行
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

聞
合
せ
函
館
地
方
法
務
局
寿
都
支
局

℡
0
1
3
6
・
6
2
・
2
2
0
3

函
館
地
方
法
務
局
総
務
課

℡
0
1
3
8
・
2
3
・
7
5
1
1

1
2
月
2
0
日
、
島
牧
村
国
際
交
流

の
会
（
会
長
　
佐
藤
静
雄
）
様
よ

り
、
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
へ
4
8
万

円
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
厚
志
に
対
し
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係
）

平
成
1
6
年
分
の
所
得
税
・
消
費

税
の
確
定
申
告
及
び
贈
与
税
の
申

告
の
税
務
署
窓
口
で
の
相
談
及
び

申
告
書
の
受
付
は
、
次
の
と
お
り

です。
申
告
区
分

申
告
及
び
納
税
の
期
間

所
得
税
2
月
1
6
日
～
3
月
1
5
日

贈
与
税
2
月
1
日
～
3
月
1
5
日

消
費
税
（
個
人
事
業
者
）

1
月
4
日
～
3
月
3
1
日

間
合
せ
倶
知
安
税
務
署

℡
0
1
3
6
・
2
2
・
1
1
9
2
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；昌

12月16日～2月15日

村議会定例会
小・中学校終業式
御用納め

栄浜地区会総会

消防出初式
御用始め
元町地区会総会

7日　歌罠地区会総会

原歌地区会総会
8日　江ノ忌地区会総会
9日　成人式
10日　本日地区会総会

豊栄地区会総会
12日　水巴農業推進協議会

14日　報酬審議会

16日　永豊地区会総会

17日　小・中学校始業式
19日　例月出納検査

23日　交通安全協会西部支部総会

25日　合併調査特別委員会

簡易水道事業調査特別委員会
27日　農業委員会総会

6日　交通安全協会東部支部総会
8日　町村合併説明会

＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　●　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿l

人うごき
（12月16日～2月15日住民係受付分・敬称略）

讐たんじょ

16．12．19 島　一聖……元町

（高島一也・かおるのお子さん）

16．12．20　上田　　快……江ノ島

（上田光照・織江のお子さん）

16．12．29　藤田　悠寧……原歌町

（藤田　聖・昌子のお子さん）

■おくやみ

16．12．29　吉岡　重人（56歳）……原歌町

17．1．12　田中　俊雄（79歳）……栄浜

17．2．7　目時　美枝（86歳）……港

■人　口

2，137人（前月比△2人）

男：1，027人（前月比△3人）

女：1，110人（前月比＋1人）

■世帯数

972戸（前月比±0戸）

（1月31日現在）

わが家の

お殿様

永島　年斗くん
泊／永島茂雄・郁子さんの

お子さん

（平成13年6月29日生）

人前ではかたま
ってじっと周り
を観察している
隼斗ですが、家で
は手品やものまね、
歌や踊りが大好きな
お笑い系です。少しず
つ自分の殻をやぶり、不安

を乗り越え不当の自分を出せる
日がくることを願って見守っていきたいと思います。

（郁子さん）

竃弓詣1冨温170日達成

運 � �違反講習　3月15日㈹　4月12日Ud 

時　　　間13：00～15：00 

優良・一般・初回講習 
3；J18日㈲　415日塩） 

転 免 許 ��優　長　者13：00～13：30 
14・00～15・00 

要初回更新者15；15～17；15 

≦岩内自動車学校　0135－62－1328 

藤懸蘇謝敷 �！ ∃八雲自動車学校01376－3－2111 

締働乾燥赴く・＿争議㊦翻二酔 �】3月3日（木）3月17日㈹ i4月7日（粥4月21日湘 

組立 �ま �さ平成這i三三月号　霊芝諾警≡忘道去‥漂憲認諾讐篭．j莞㌶左漂禦 
自然環境へのやさしさを考え、
大豆インキを任用しています。
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人
品
で
ト
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走
る
寒
貴
す
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や
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に
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団
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か

が
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貴
女
の
速
さ
過
去
な
る
後
車
ヤ

け

つ

　

み

　

そ

ら

　

こ

　

　

　

　

す

　

　

　

ま
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ま

r

l
神
御
愛
嬢
の
後
払
街
の
厨
窓
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上

で
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え

ん

う

ま

吹
き
荒
れ
て
除
宮
脇
操
の
温
底
が
ち

媛
温
　
チ
エ

関
本
　
激
写

聴
谷
り
み
つ
え

肱
ケ
二
や
畢
長

由
る
　
鼻
争

由

二

心

　

　

【

男
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